
□講義科目（専門科目）

科目名 スーパービ ジョ ン論 ２ 単位

担当者 山口みほ・ 田中千枝子（ 非常勤教員）

テーマ ソ ーシャルワーク ・ スーパービジョ ンの理解と 実践への応用

開講形態 一部ハイブリ ッ ド 形式

科目のねらい

＜キーワード ＞

ソ ーシャルワーク・ スーパービ ジョ ン、個人スーパービジョ ン、グループスーパービ ジョ

ン、 スーパーバイ ザーと スーパーバイ ジーの関係性、 スーパービ ジョ ンの倫理

＜内容の要約＞

①ソ ーシャルワーク ・ スーパービ ジョ ンについての基礎的理解を図る。 スーパービ ジョ

ンの教育的機能・ 支持的機能・ 管理的機能の具体的な展開について、 実践的に学ぶ。

②所属組織におけるソーシャルワーク専門職と し ての在り 方を考える。

③後進養成教育の過程におけるスーパービ ジョ ンの援助関係の特質や具体的な援助技術

について明確化を図る。

＜学習目標＞

・ ソ ーシャルワーク・ スーパービ ジョ ンの理解を図り 、自ら の教育体験や現場体験を内省

的に考察し 、 言語化するこ と ができる。

・ 専門職と し ての後進育成に関する、新人研修・ 実習教育プロ グラム等の具体的な計画や

マネジメ ント を遂行できる。

授業の進め方

第 1 回 オリ エンテーショ ン

第 2 回 スーパービ ジョ ンに関する理論

第 3 回 指導的立場の役割についての困難と スーパービ ジョ ンによる対処

第 4 回  スーパービ ジョ ンのセッ ショ ン事例

第 5 回 スーパービ ジョ ンで活用さ れるスキル

第 6 回 新米スーパーバイ ザーが直面する困難と その対処

第 7 回 スーパーバイ ザーと し てスタート を切り 、 セッ ショ ンを続けるための工夫

第 8 回  個別スーパービジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレ イ と 振り 返り ）

第 9 回 個別スーパービジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレ イ と 振り 返り ）

第 10 回 グループスーパービ ジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレ イ と 振り 返り ）

第 11 回 グループスーパービ ジョ ンの実践的理解（ ロ ーププレ イ と 振り 返り ）

第 12 回 ナラティ ブの視点から 「『 あたかも 』 事例検討会」

第 13 回 ナラティ ブの視点から 「『 あたかも 』 事例検討会」

第 14 回  個別スーパービ ジョ ンの演習

第 15 回 全体の総括・ まと め

事前学習の内容

学習上の注意

テキスト にはあらかじ め目を通し て、 ソ ーシャルワークスーパービ ジョ ンについての基

礎的理解をおさえておく こ と 。

積極的な自己学習と 講義時の討議への積極的な参加を期待する。

実践レポート について： 本科目で実施し た講義と 演習を基に、 受講者それぞれの現場で

スーパービ ジョ ンを試行し ていただき、その内容について報告し てく ださ い。（ 40文字×

40行で1600字以内）

本科目の

関連科目
ソーシャルワーク論

テキスト
大谷京子・ 山口みほ編著（ 2019）『 スーパービ ジョ ンのはじ めかた： こ れから バイザーに

なる人に必要なスキル』 ミ ネルヴァ書房
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成績評価方法

と基準

ディ スカッ ショ ンへの参加度（ 40％）、 実践報告レポート （ 60％） の方法で評価をおこ

ない、 全体で 60％以上を合格と する。


